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平成 １７ 年度

『 生 き る 力 を 育 て る キ ャ リ ア 教 育 』

～職業観 ・勤労観 を 育む学習 プ ログラム の ４能力 の育 成 に焦点 を あてて ～

白鷹町立東 中学校

１ 主題 につい て

(1)主題設定の 趣旨

①キャリア 教育 の推進 を目指 すこ とから

本校の所 在地 である 白鷹町 は、 平成 １６ 年 度 に「新キ ャリア 教育 プラン 推進 事業 」

のキャリア 教育推進地 区 として 文 部科学省 か らの 指定 を 受け、平成 １６ 年度 か ら ３か

年にわたっ てその 研究 の推進 にあ たっている 。

中学校に おける 「キ ャリア 教育 」が目指 す ものは 、以 前 から 実践 されてきて いる

「本来的な 進路指導 」 とほぼ 同じ ものではな いかと 考え られる 。し かし 「進路 指導 」

という言葉 とは 別に「 キャリア 教 育」という 言葉 を用い るようにな った 背景 に は 、日

本の今日的 な課題 とし て 「フリー ター 」指向 の若者 が増 大 している こと 等が挙 げられ、

その課題克 服 のため 、 生徒 に育成 すべき 能力 を明らかに した 上で、 小・中・高 の連携

のもとに、 より 多面的 な教育活動 を行うこと が 求められ るようにな ってきた 。

本校では 第２学年 で 、学校行事 として ２日 間連続 の職 場体験学習 を取り入れ 、また

総合的な学 習 の時間 に 職業 や上級 学校 につい ての 調べ学 習 を行い、 将来 に向け て 必要

な職業観・ 勤労観 を育 んできた 。 しかし 「キ ャリア 教育 」は、本来 、各教科 や 道徳、

特別活動等 も含めた 教 育課程全体 で行われる べきもので ある 。具体 的 には 、平 成 １４

年度に国立 教育政策研 究所 が「職 業観 ・勤労 観 を育む学 習 プログラ ム の枠組 み (例 )」

を発表し、 その 中で「 職業的 (進路 )発達 にか かわる 諸能 力 」 (「キャ リア 教育 」 でつけ

ていくべき 能力 ）とし て 、「 人間 関係形成能 力 」「 情報 活用能力 」 「将来設計 能力 」

「意思決定 能力 」の４ 能力 (領域 )を示した 。 それらの ４ 能力 の育成 を目指 すと き 、現

在本校が行 っている 進 路指導及 び それに 関わ る 体験学習 だけでは 不 十分 であり 、特に

各教科や道 徳 で育成 す べき 能力 の 認識 が弱い 現状 である 。

本校で今 年度 から 研 究 に取り組 む「キャリ ア 教育 」は 、教育課程 全体 で行わ れる

『生きる力 』の育成 の 中でも 、そ れらの ４能 力 の育成 に 焦点 をあて た 教育活動 として

とらえてい く 。具体的 には 、今ま で学校行事 や総合的 な 学習 の時間 を中心 に行 われて

きた活動を 意図的 に再 構成 し、さ らに 各教科 や道徳 、特 別活動等 で の指導 を中 核 とし

ながら、４ 能力 の育成 を目指 して いく 。以上 のことから 、研究主題 を上記 の通 りに設

定した。

②学力向上 フロンティ ア 実践研究 の成果 と課 題 を生かす ことから

本校は、 平成 １４ ～ １６ 年度 の ３か年にわ たり 、文部 科学省 の「 学力向上 フ ロンテ

ィアスクー ル 」の指定 を受け、個 に応じた 指 導 の改善 ・ 工夫 に関す る実践研究 に取り

組んできた 。そして 昨 年度 は「『 個が生きる 授業 の創造 』～ 基礎 ・ 基本 の定着 や発展

的な力の育 成 に結びつ く 評価 と指 導の工夫 ～ 」 という テ ーマ のもと 、研究 を進 めた。

その結果、 ２・３年数 学科 のコー ス 制学習 や ３年英語科 の少人数授 業 において 個に応

じた学習を 展開 するこ とができ 、 生徒 の学習 意欲 を高め たり 、学習 が遅れがち な 生徒

の理解度を 向上 させる ことができ た 。また 他 教科 におい ても 、１教 時毎 や小単 元 ・単

元毎に評価 を行い、そ の 結果 をふ まえて 補充 指導等 を行 う実践 を進 めてきた 。 さらに、

学習プリン ト ・学習 カ ード 等、個 に応じた 指 導 のための 教材 を工夫 してきた 。 しかし、

挙手発言等 、生徒 の積 極的 な学習 姿勢 の向上 にまでは 結 びついてい ないという 課題が

残った。

今年度は 、「 キャリ ア 教育 」で 目指 す４能 力 の育成 と 関連 させな がら 、昨年 度 まで

の研究の中 で成果 のあ った 「個に 応じた 指導 」を継続 す るとともに 、上記 の課 題 の克

服も目指し ていくこと とする 。
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２ 研究 のねら い 、 仮説

(1)研究の方法

教育課程 全体 で研究 を行うが 、 研究授業 を その 中核 と しながら 日 常の授業実 践 によ

り研究の仮 説 にせまる 。

(2)本校での「 職業観 ・勤 労観 の捉え 方」

【職業観 】

職業 についての 理解 や考え 方と職業 に 就こうとす る 態度 、お よび 職

業をと おして 果た す 役割 の意 味やその 内 容 について の 考え方・ 価値観

【勤労観 】

日常 生活 の中で の 役割 の理 解や考え方 と役割 を果 たそうとす る 態度

および 役割 を果た す 意味 や内 容について の 考え方・ 価値観

(年度当初案 より 年度途 中 に一部改 訂 )(3)めざす生徒 像 と「つけ たい ４つの 能力領域 」

【人間関係形成能力】

規範意識をしっかりと持ち、他者の個性を尊重したり自己の個性を発揮しながら、様々な

人々とコミュニケーションを図り、集中・協力・共同して生き生きとものごとに取り組むこ

とができる生徒

【情報活用能力】

学ぶこと・働くことの意義・役割・多様性、並びに自己の個性を理解し、多様な進路情報

を活用して、自己の進路選択に生かすことができる生徒

【将来設計能力】

豊かな心や希望を持って、今後の生き方や生活を考え、自己の卒業後の進路、将来の夢や

職業を思い描くことができる生徒

【意思決定能力】

自らの目標達成や課題解決に関して、よりよい選択・決定を行い、それに向けての努力を

やりぬく意志(意思)を持つことができる生徒

(4)「つけたい ４つの 能力 」とそれを 育成 するた めに 本校 で 研究対象 と する 活動

（◎印 が育成 の中 心）領域・各教 科等

授 業 の領域 各 教科 道 学 学総合

国 社 数 理 音 美 保 英 級 校技家 技家 的な

健 活 行

（ （

学習

体 技 家 徳 動 事の時

間語 会 学 科 楽 術 育 術 庭 語

） ）

４つの 能 力領域

人間関係 形成能力 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

情報活用 能力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

将来設計 能力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

意思決定 能力 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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(5)研究の仮説

教育課程 全体 を通し て 次のよう な 指導 を行 っていけば 、「 めざす 生徒像 」に 示した

「人間関係 形成能力 」 「 情報活用 能力 」「 将 来設計能力 」「 意思決 定能力 」の ４能力

の育成を中 心 とした 「 生きる 力」 の育成 が図 られるので はないか 。

① 具体的 に育成 でき る 能力 とそ れを 育成 す るための 具 体的 な活動 場面 を設定 し、指
導を行う 。
ｏ各教科 …… 「人間 関係形成能 力 」「 意思 決定能力 」

ｏ技術・ 家庭科 の技 術領域 …「 情報活用能 力 」も加え る

ｏ道徳… …… 「人間 関係形成能 力 」「 将来 設計能力 」 「 意思決定 能力 」

ｏ学級活 動 …「人間 関係形成能 力 」「 情報 活用能力 」 「 将来設計 能力 」「 意 思決定

能力」

ｏ総合的 な学習 の時 間 …「人間 関係形成能 力 」「 情報 活用能力 」 「将来設計 能力 」

「意思 決定能力 」

ｏ学校行 事 …「人間 関係形成能 力 」「 意思 決定能力 」

② 積極的 な活動姿勢 に結びつく ための 個に 応じた 指導 の工夫 を行 う。

(6)研究の視点

① -a 各教 科 で、「 人 間関係形成 能力 」「 意 思決定能力 」に関わっ て 具体的 に 育成で
きる力 を教科経営 計画 および 学習指導案 の中に明記 する 。

① -b 各教 科 で、生徒 同士 の関わ り合いのあ る 学習活動 を取り入れ 、「 人間関 係形成
能力」 の育成 につ なげる 。

① -c 各教 科 で、生徒 が自分 の判 断で選択 で きる 学習課 題 や学習活 動 ・学習教 材 (素
材 )を取 り入れ、可 能 であれば 選択 の理由 も表現 させ 、「 意思決 定能力 」の 育成に
つなげ る 。

① -d 技術 ・家庭科 の 技術領域 に おいては 、 インターネ ット 等を利 用し、「 情 報活用
能力」 育成 のため の 授業 を行 う。

① -e 道徳 において 、 「 人間関係 形成能力 」 「 将来設計 能力 」「 意 思決定能力 」の育
成に関 わる 徳目 を 全体計画 の 中に明記 し 重点的 に授 業 で扱い、 それらの 能 力 の育
成につ なげる 。

① -f 学級 活動 におい て 、授業 で 扱う主題名 と４能力 と の 関係 を年 間指導計画 の中に
明記し 、計画 に従 って 授業 を 行うことに より 、「 人 間関係形成 能力 」「 情 報活用
能力」 「 将来設計 能力 」「 意 思決定能力 」の育成 に つなげる 。

① -g 総合 的 な学習 の 時間 におい て 、年間指 導計画 の中 に、総合学 習 でつけた い 力と
４能力 の関係 を明 記 する 。ま た、１年： 職業調 べ等 、２年：職 場体験等 、 ３年：
進路学 習等 の活動 を進め、「 人間関係形 成能力 」「 情報活用能 力 」「 将来 設計能
力」「 意思決定能 力 」の育成 につなげる 。

① -h 学校 行事 として 行う運動会 ・文化祭等 の準備活動 の中で、生 徒の主体的 な活動
を行わ せ 、「 人間 関係形成能 力 」「 意思 決定能力 」 の育成 につ なげる 。

② -a 全生 徒 が挙手 ・ 発言 ・発表 できる 場面 を指導過程 の中に取り 入れる 。
② -b 課題 の自力解決 を促すよう な 補助発問 ・補助教具 等 を活用 し たり 、少人 数授業

・コー ス 制授業 ・ Ｔ -Ｔ授業等 の指導形態 の工夫 を行 う。
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３ 研究 計画 ・ 方法

（◎… 教 育事務所 ＋ 教育委員会 、○… 教育 委員会 ）(1)研究計画

指導主事要請月 日 (曜 ) 研 究内容 授 業 研 究 そ の 他 の 研 究

4/21(木 ) 研 究推進委員 会 (今年度 の学校研究 の内容 と方 向性 )

5/18(水 ) 研 究推進委員 会 （第１回 授業研究会 の持ち方に ついて )

5/25(水 ) 全 体研修 (今 年度 の学校 研究 の内容 と方向性 )

6/ 7(火 ) 授 業研究会 理科 (1-4)鈴木清教 諭 教 科部会 ◎

6/ 7(火 ) 研 究推進委員 会 （第２回 授業研究会 の持ち方に ついて )

6/27(月 ) 授 業研究会 学活 (2-4)佐藤拓教 諭 ◎学 年 (特 活 )部 会

(計画訪問 ) (1-3)伊藤 教 諭 教 科部会技術 ･家庭

9 / 6(火 ) 研 究推進委員 会 （第３回 授業研究会 の持ち方に ついて )

9/21(水 ) 授 業研究会 学活 (3-1)中川 教 諭 ○学 年 (特 活 )部 会

国語 (1-1)桑島 教 諭 教 科部会

10/24(月 ) 研 究推進委員 会 （第４回 授業研究会 の持ち方に ついて )

11/21(月 ) 授 業研究会 道徳 (1-2)池野 教 諭 ◎学 年 (道 徳 )部 会

(計画訪問 ) 音楽 (2-2)山田 教 諭 教 科部会

1/ 学 校研究 の反 省

2/ 次 年度 の学校 研究 の指針

◎主任 もしくは 部 会長(2)研究の組織

校 長

教 頭

研究推進委 員会 （キャ リア 教育部 会 ）

、◎ 研 究 主 任 (鈴 木 清 )、 校 長 、 教 頭 、 教 務 、 各 学 年 主 任 、 進 路 指 導 主 事 、 道 徳 主 任 (細 谷 )

ここに次 回の研究授業授業者お よびその同教科担当者 が加わる。特 活 主 任 (中 川 )､総 合 的 な 学 習 主 任 (槙 ) ※

学 習 指 導部

運営 委員会 生 徒 指 導部全体研 修会

保健安全指 導部

進路指導委 員会 各教科部 会

◎ (鈴木愼 ) 国語科部 会 ◎ (桑 島 )進 路 指 導 主 事 、

社会科部 会 ◎ (安 達 )校 長 、 教 頭 、 教 務 、 学 年 主 任

数学科部 会 ◎ (細 谷 )

道徳部会 理 科部 会 ◎ (鈴 木清 )

◎道徳主任 (細谷 ) 竹 田 音楽科部 会 ◎ (山 田 ) 技能 教科、 、

小林邦 美術科部 会 ◎ (池 野 ) 部 会

科部 会 ◎ (横 澤 ) ◎ (伊藤 )保健体育

特活・行事 部会 科部 会 ◎ (伊 藤 )技術家庭

◎特活主任 (中川 )、教 務 英語科部 会 ◎ (佐 藤拓 )

主任 小 松 山田 部 会 ◎ (鈴 木俊 )、 、 特別支援教育

総合的な 学 習 の時間部 会 各学年部 会

◎総合主任 (槙 ) 佐藤 拓 １年部会、 、

鈴木清 ２年部会

３年部会
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４ 実践 の概要

仮説１「４ 能力の育成 を目指した 指導」につ いて(1)

① 『人間関係 形成能力の 育成』に関 わって

指導過程 の中に生徒 どうしの 関 わり 合いの ある 学習活 動 を取り入 れることに よって

「人間関係 形成能力 」 の育成 を図 ることを 考 えた 。

【 実践例１】 《 理科 》（ ３年）「 エ ネルギー 」 (運動 とエネ ルギー )

エネルギ ー の変換 に 関する 学習 において 、 「 おもりの 位置 エネ

ルギー」→ 「モーター の軸の運動 エネルギー 」→「モー ター を発

電機として 機能 させた 場合 の電気 エネルギー 」という エ ネルギー

の変換の実 験 を取り入 れた 。この 実験 は教科 書 で紹介 さ れていな

いが、教材 のそろえや すさや 操作 の点から 見 てペア 実験 に適した

実験であり 、ペア 実験 を行うこと により 生徒 同士 の深い 関わり 合

いを生むこ とをねらっ て 仕組 んだ 。傍観者的 な生徒 が出 てこない

上、２人で 協力 し合わ ないと 実験 が進まない ため 、教師 が意図 し

たとおりペ ア 同士 の深 い関わり 合 いの 中で実 験 が進んで いった 。

例えば、モ ーター の軸 への 糸の巻 き方につい て 操作 して いない 者

がアドバイ ス を加えた り 、よくな い データ が 出たときに は 「やり

直そう。」 という 相談 をしたりす る 姿が見ら れた 。

【 実践例２】 《 国語 》（ １年）「 私 の一冊 」を 紹介 しよう ～紹介 の スピーチ を する ～

１人１ 人 のスピーチ を単独 では なく 、内

容によって テーマ 毎に グループ を 作り、テ

ーマ・発表 順 を話し合 う活動場面 を取り入

れた。そし て 、互いの スピーチ に も興味 を

持ちながら 話し合い活 動 が進んで いき 、さ

らに個別の スピーチ と いう 意識 だ けでなく

テーマ別グ ループ 全体 の発表 とい う 意識 を

持たせるこ とができた 。このこと により 、

「人間関係 形成能力 」 を高めるこ とができ

た。

② 『情報活用 能力の育成 』に関わっ て

【 実践例３ 】 《 学級活動 》（ ３年） 「自分 にあ った 進路先 を選ぼう 」

成績など の 固定化 し た 視点 だけ を 用いて

進路選択を している 生 徒 が多いと いう 現状

をうけて、 より 深い自 己理解 と広 い視点 を

持たせるこ とをねらっ て 、本実践 が行われ

た。まず、 特技 や適性 など 、自己 アピール

する材料を できるだけ たくさん 生 徒各自 に

書き出させ 、それを 黒 板 に掲示 し た。その

後、それら を ７つの 視 点 （①興味 ・関心 、

②特技・適 性 、③性格 ・行動 、④ 学習 、⑤

体・健康、 ⑥特別活動 ・部活動 、 ⑦将来 の

夢等）にグ ループ 分け する 活動 を 取り入れ

た。最後に 、この ７つ の 視点 に従 ってもう

一度自分の 特徴 を書き 出させたり 、班内 の仲 間 にその 人 の良さを 付 け加えてあ げる 活

動を行った 。
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この中で 、自己 アピ ール の材料 を７つに 分 類 する 活動 と自分 の特 徴を７つの 視点で

書き出す活 動 が「情報 活用能力 」 の育成 に関 わるものと 考えた 。ま た、研究授 業 の次

時には自分 の特徴 を「 ＰＲ 履歴書 」にまとめ させたが 、 この 活動 も 前時 に書き 出した

データを進 路選択 に役 立 たせるた めに 整理 し て 書くこと を 目的 とし 「情報活用 能力 」

の育成に関 わるものと して 意図的 に取り入れ た 。

③ 『将来設計 能力の育成 』に関わっ て

【 実践例４ 】 《 学級活動 》（ ２年） 「働くこと と 職業 」

「なぜ 、 人は働くの だろう ？」 という 課

題を提示し 、班毎 の話 し合い活動 の後、課

題に対する 考えを 発表 させた 。次 に、出て

きた意見を クラス 全体 で３つ（「 お金のた

め (経済性 )」「 人のた め (社会性 )「自分 の

ため (個人性 )」） に分 類 した 。そ の後、自

分が重視す る 働く目的 は何かとそ の 理由 を

考えさせ発 表 させる 授 業 を仕組 ん だ。

本実践で は 、働く目 的 に関する 自分 の考

えを持たせ ることが 「 将来設計能 力 」の育

成につなが るものと 考 えた 。しか し 、自分 が 重視 する 働 く目的 をす ぐに 答えら れる 生

徒ばかりで はないとい う 実態 を考 え、はじめ に 班内 での 話し合い活 動を取り入 れ、３

つの目的に 分類 を行っ た 後にその 中から 重視 する 目的 を 選ばせると いう 手法 を とった 。

発表はスム ーズ に行わ れたが 、意 見の練り合 いの 部分 で より 工夫 を 行う必要 が あった 。

【 実践例５】 《 道徳 》（ １年）「 勤 労の尊さ (公 共 の福祉 )」 ～ トイ レ 掃除 から 学ぶ～

本校で ５ 年前 に実施 した 素手 で トイレ 掃除

を行う奉仕 活動 （「 掃 除 に学ぶ会 」の方と一

緒に本校で 行ったり 、 出身小学校 に出向 いて

行った）の 様子 を資料 として 用い 、勤労 の尊

さや奉仕活 動 の精神 の あり 方につ いて 考えさ

せた。その 当時 に活動 に参加 した 先輩達 の心

情を想像さ せたり 、自 分 たちがで きる 奉仕活

動は何かを 考えさせた りする 中で 、自分 の役

割を把握し て 実行 する という 、「 将来設計能

力」の育成 につなげら てたと 考え る。

④ 『意思決定 能力の育成 』に関わっ て

【 実践例６ (２ と同じ )】 《 国語 》（ １年）「 私 の一冊 」を 紹介 しよう ～紹介 の スピー

チをする ～

紹介する 本を生徒個 々に選択 さ せた 。また

スピーチの 中で１つは 小道具 を使 用させるよ

うにしたが 、どんな 小 道具 を使う かについて

も本人に決 めさせた 。 さらに 、問 いかけの 文

をスピーチ 原稿 のどの 部分 に入れ るのか 等の

構成につい ても 各自 に 考えさせた 。スピーチ

で問いかけ た 際には 、 聞き手の反 応をみて 問

いかけに対 する 指名 を 行うかどう かその 場の

状況に応じ た 対応 をさ せるように した 。これ

らのことに より 、「 意 思決定能力 」の育成 を 図ることを 考えた 。
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《音楽 》（ ２年）「 ア ンサンブル の楽しみ 」【 実践例７】

教材とし て ハンドベ ル を用い、 ５～６人の 班で

１人あたり ２～３音を 担当 させた 。その 中で 自分

が担当する 音を選択 さ せたが 、グ ループ 全体 でミ

スが少なく なるような 選択 のさせ 方を考えさ せた

り、練習の 過程 で担当 音 の変更 を 考えさせた りし

た。ハンド ベル は前の 学期 でも １ 度扱 ってい たた

め、生徒は スムーズ に 音の選択 が できていた 。こ

の活動によ り 「意思決 定能力 」の 育成 につな がっ

た。

仮説２「積 極的な活動 姿勢に結び つくための 個に応じた 指導の工夫 」について(2)

【 実践例８ 】 《 技術 ・家 庭科 》（ １ 年）「 わた したちの 生

活と環境 」 (家族 と家庭 生活 )

ゴミの 減 量 として 「 レジ 袋を減 らす 工夫 を 考える 」と

いう課題を 設定 し、生 徒各自 に自 分の考えを 学習 プリン

トに書かせ 発表 させる 活動 を取り 入れた 。さ らにその 工

夫を地域の 人達 にアピ ール する 方 法も考えさ せたが 、①

学習プリン ト に自分 の 考えを 書か せる →②班 内 で考えを

発表し合い 、自分 の考 えを 修正 す る→③クラ ス 全体 での

発表という ３段階 を踏 ませること によって 、 積極的 に発

言しようと する 活動姿 勢 を促した 。

【 実践例９ (２ と同じ )】 《 国語 》（ １年）「 私 の一冊 」を 紹介 しよう ～紹介 の スピー

チをする ～

グループ を作って 発 表 をするこ とで 互いに 話し合

い認め合う 場面 を設定 し、一人一 人 が自信 を 持って

スピーチが できるよう にした 。

また、小 道具 や問い かけの 文を スピーチ に 入れる

ことで、聞 き手と読み 手の関わり 合いを 持た せ 、ス

ピーチの面 白 さを 実感 することが きるように 考え

た。これら のことによ り 、生徒個 々が意欲的 にスピ

ーチを行う ことができ た 。

《音楽 》 （２年）「 アンサンブ ル の楽しみ 」【 実践例１０ (７と同じ )】

アンサン ブル を行う

楽器として 生徒 の個人

差があまり 大きくない

ハンドベル を用いたこ

と、さらに ハンドベル

のセットを ３組準備 し

て実物を 使 った 練習時

間を多くと れるように

したことに より 、練習

や発表時に 意欲的 な姿 勢 がみられ た 。また 、 グループ 内 で選択 する 音を選ぶ場 面 では、

演奏が楽に なる 選び方 の例をグル ープ 毎にア ドバイス し ていった 。 各グループ に音楽

の得意な生 徒 を１名以 上配置 する 工夫 も行い 、音の選択 場面 や練習 の場面 でリ ーダー

役を任せた 。
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（○成果 、●課題 ）３ 成果 と課題

○ 「人間関 係形成能力 」の育成 に 関わって 、 指導過程 の 中に生徒同 士 の関わり 合いの

ある学習活 動 を取り入 れる 工夫 を 行ってきた 。これまで 学級 ・学年 経営 をベー ス に培

ってきた生 徒同士 の良 好 な人間関 係 から 、関 わり 合いの ある 学習活 動 はどの ク ラス に

おいても円 滑 に進んで いった 。そ してその 関 わり 合いの 中で、課題 解決 に向け て 学習

活動が進む と 同時 に、 良好 な人間 関係 を広め たり 深めた りしていく ことができ た 。

○ 「意思決 定能力 」の 育成 に関わ って 、生徒 に学習素材 等 を選択 さ せる 工夫 を 行って

きた。生徒 は自分 が選 んだ 学習素 材 があり 、 それを 用い て 学習 を進 める 十分 な 時間が

確保されて いる 場合 に は 、大変意 欲的 に学習 に取り組む ようになる ということ が 国語

のスピーチ の実践等 か らわかった 。

○ 音楽の ア ンサンブル の授業 でハ ンドベル を 用いた 実践 を行った 。 ハンドベル は３組

準備し、練 習時間 の多 くは 実物 が 使えるよう にした 。こ の 実践 の中 で、自分 が 担当す

る音を選ば せ 「意思決 定能力 」の 育成 と関わ らせた 。ま た 、グルー プ の全員 の 協力が

なければ曲 の演奏 が完 成 しないこ とから 、練 習場面 にお ける 生徒 ど うしの 関わ り 合い

が積極的に 行われ 、「 人間関係形 成能力 」の 育成 にもつ ながった 。 キャリア 教 育 で育

成する能力 との 関係 に おいて 、音 楽のアンサ ンブル で用 いる ハンド ベル は、大 変有効

な教材であ ることがわ かった 。こ のような 教 材 が他教科 にもないか を 考えてい くこと

によって、 研究成果 を より 広めて いきたい 。

○ 学級活動 と総合的 な 学習 の年間 計画内 に、 キャリア 教 育 の４能力 との 関連 を 明記し、

年間指導計 画 に従って 自己理解 や 職業 ・進路 選択等 に関 わる 学級活 動 ・総合的 な学習

を行ってき た 。学年単 位 で進路 に 関する 学習 を充実 させ ることがで き 、生徒 の 職業的

発達に関わ る ４能力 を 少しずつ 向 上させてき ている 。

○ 道徳では 、今まで 行 ってきた 授 業を「キャ リア 教育 」 という 視点 から 見つめ 直し、

「勤労の尊 さ」や「自 己 の役割 」 等に関する 徳目 を重点 的 に扱った 。また 「勤 労 ・奉

仕」の大切 さを 学ばせ るため 、５ 年前 に本校 の先輩達 が 行った 「ト イレ 掃除 に 学ぶ」

活動の様子 を教材化 し た 。当時 の 先輩 の心情 を想像 させ ることによ り 「勤労 ・ 奉仕」

の大切さに ついて 生徒 の考えを 深 く掘り下げ ることがで きた 。

○ 第２学年 で取り組ん だ ５日間連 続 の職場体 験 では 、多 くの 生徒 が 働く大変 さ や 責任

感等を感じ 、職業観 ・ 勤労観 の変 容をもたら した 。今後 の職業学習 や進路学習 を行う

にあたって 、この 体験 がプラス に 働く場面 が たくさん 見 られるので はないかと 考えて

いる。

○ 「積極的 な活動姿勢 に結びつく ための 工夫 」として 、 発表 の前に 自分 の考え を 学習

プリントに 書かせたり 、ペア での 活動 や班活 動 を取り入 れる 工夫 を 行ってきた 。これ

らにより、 話し合い後 の発表場面 や実験 の場 面 において は 、積極的 な生徒 の姿 が見ら

れた。

● １教時毎 の 目標 の吟味 が適切 に行 われていな い 実践 が一 部 にみられ た 。どのよ うな 活

動により、 具体的 にど のような 生 徒の姿を目 指 すのかを 明記 し、生 徒の確かな 力を養

うことがで きる 実践 を 行っていか なければな らない 。

● 生徒同士 を関わらせ る 活動場面 において 、 「 はじめに 活動 ありき 」といった 実践が

みられた。 関わり 合い のある 活動 を仕組 む場 合 、課題解 決 のために 必要 な活動 かどう

かを検討し 、目標達成 のために 必 要感 のある 活動 を取り 入れるよう にしていか なけれ

ばならない 。また 、関 わり 合いの 質の向上 （ 多様 な関わ り 合い等） も考えてい く 必要

がある。

● 仮説２ に 記載 してい る 「積極的 な活動姿勢 」について は 、具体的 には 「積極 的 に挙

手・発言す る 生徒 」の 姿を目指 し ていきたい と 考えてい た 。そのこ とを 明記 し た 上で

共通実践を 進めていく べきであっ た 。

● グループ 活動 やペア 活動 を仕組 む場合 、目 標達成 に向 けて 意図的 にグループ ・ペア

を組んでみ ることが 今 後 の課題 の 一つとして 残った 。


